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人々の健康と幸せな生活の実現に向けて



オリンパスグループは2000年から「環境レポート」を発行し、

2005年からガバナンスや社会性についての報告を充実させた「社会環境報告書」を発行しています。

2008年からはオリンパスグループの企業活動の全体像を分かりやすくお伝えするために、

冊子はホームページのダイジェスト版として、年度の方針・取り組みや重要な事柄を抜粋し、報告しています。

はじめに

対象期間
2009年4月１日～2010 年3月31日

対象組織
経済性報告  オリンパス（株）および連結対象子会社・関連会社
社会性報告  オリンパス（株）、オリンパスイメージング（株）、オリンパスメディカルシステムズ（株）
環境性報告  オリンパスグループ本社および国内主要生産・物流系子会社、海外主要生産系子会社

※ ITXグループについては原則として報告の対象としていません。
※ オリンパスグループの分析機事業を2009年8月に米国ベックマン・コールター社グループへ譲渡しました。
 これにともない、社会性報告・環境性報告の対象範囲から分析機事業を除外しています。
※ データを精査し、ホームページで随時最新の情報に更新しています。

オリンパス
社会環境報告

オリンパス
社会環境報告
ダイジェスト
（本冊子）

http://www.olympus.
co.jp/jp/corc/ir/

投資家情報
ホームページ

オリンパス
社会環境報告

（CSR・環境活動
ホームページ）

http://www.olympus.
co.jp/jp/corc/csr/

経済性報告 社会性報告
環境性報告

CSR・環境情報の全体像 本冊子とオリンパスCSR・環境活動ホームページ

WEB詳細資料＝
http://www.olympus.co.jp/jp/corc/csr/2010/

より詳しい情報がホームページに記載されている場合に、
WEB記載マーク WEB を表示しています。冊子の各項目
の内容がどこに掲載されているかは「WEB詳細資料」をご
参照ください。

オリンパスCSR・環境活動ホームページ＝
http://www.olympus.co.jp/jp/corc/csr/

WEB

ホームページ内に「WEB
詳細資料」を表示していま
す。

お客さま、株主・投資家の
皆さまなど、対象者ごとに
おすすめの情報を「対象者
別取り組み紹介」で紹介し
ています。

グループのCSR活動の方針、詳細事
例・情報をステークホルダー別にご紹
介しています。

報告の対象範囲

環境省「環境報告ガイドライン2007年版」
※ 環境省ガイドライン対照表、グローバル・コンパクト対照表は、ホームページに記載しています。

環境省「環境会計ガイドライン2005年版」

参考にしたガイドライン　
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オリンパス株式会社
設立年月日 1919年（大正8年）10月12日 
本社事務所 〒163-0914
 東京都新宿区西新宿2-3-1
 新宿モノリス
事業内容 精密機械器具の製造販売 
資本金 48,332百万円 
連結従業員数 35,376人 
単体従業員数 3,119人
連結売上高 883,086百万円

最新状況および詳細については、「投資家情報」をご参照ください。
投資家情報＝
http://www.olympus.co.jp/jp/corc/ir/

WEB
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オリンパスグループ構成概略図
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オリンパスグループ経営理念

Social IN
企業と社会との

関係を3つの「IN」で
確立することを
めざします

人々の健康と幸せな生活の実現

新しい価値
の提案

社会との
融合

INspirationINvolvement

社会との
価値観の共有

INsight

オリンパスグループ企業行動憲章（抜粋）

オリンパスグループは、「Social IN」という経営理念のもと、企業も社会の一員で
あることを強く認識し、世界中の多様な価値観を持つ人々に必要とされる存在と
して、人々の健康と幸せな生活を実現するために、常に社会の求める価値を提供
し続けます。そのために、オリンパスグループは、法令順守はもとより、高い倫理
観をもってグローバルな企業活動に取り組みます。

1. 健全な企業活動
2. 顧客原点の行動

3. 人間尊重
4. 活力ある職場環境

人との関わり

企業活動の方針

社会との関わり 5. 環境との調和
6. 社会との融合

オリンパスグループ企業行動憲章＝
http://www.olympus.co.jp/jp/corc/csr/olycsr/
philosophy/csrcorporate/

WEB「Social IN」とは「社会の価値観を会社のなかに取り入れる（Social Value in 
the Company）」という意味の造語であり、企業と社会との関係を3つの「IN
（INvolvement, INsight, INspiration）」で確立しようとする考え方です。

　現在、経済や情報のグローバル化が進展するなか、世
界各地で貧困問題や地球環境問題など多くの社会的課題
が深刻になっています。これらの課題はもはや当事者だけ
で解決できるものではなく、社会全体での取り組みを必要
とし、企業に対しても社会からの要請が高まっています。
私は、このような時代だからこそ、「社会」がオリンパスに何
を求めているのか、真摯な姿勢でその声に耳を傾け、オリ
ンパスが「社会」に対して何をしていくべきかを的確に把握
し、応えていくことが必要であり、そのために変化を遂げ
ていくことが、社会の一員として持続可能な成長を遂げる
ためにも不可欠と考えています。

　オリンパスは2009年度に分析機事業を米国系企業へ
譲渡しました。従業員をはじめ多くのステークホルダーに
影響を及ぼすことであり、経営としても重大な責務でした。
しかし、将来の事業環境を考えると、事業を当社が単独
で継続するより、譲渡することが当該事業に従事する従業
員にとっても幸福なことであり、長年の技術資産を有効に
活用し、医療分野での貢献もできると判断しました。

　2010年度より、期間5年の新たな中期経営基本計画
をスタートさせました。この計画のなかで、オリンパスグ
ループの各地域、各事業で独自に展開されていたCSR活
動について、これまで以上に全社統一の戦略のもと持続的
に展開・評価できる体制を構築し、CSR経営を推進してい
きます。

　この基盤には経営理念「Social IN」があります。「Social 
IN」とは「生活者として社会と融合し、価値観を共有しなが
ら、事業を通じて社会に新しい価値を提案し、人々の健
康と幸せな生活を実現する」ことです。私は「オリンパスの
ステークホルダーの価値の最大化」のため、世界中にいる
従業員やその家族、お客さまやお取引先、株主、さらには
NGO/NPO、地域や社会といった、さまざまな立場や背
景をもつ方 と々、率直な対話を通じてWin-Winとなれる強
い信頼関係を築き、オリンパスと関わることに誇りをもって
いただけるような企業となることが、「Social IN」のめざすべ
き姿であると考えています。この「Social IN」の実践の一環
として、国連グローバル・コンパクト（GC）に賛同し、企業
活動を通してGC10原則遵守の努力を続けています。

「Social IN」－「価値創造企業」として
人々の健康と幸せな生活を実現する

オリンパス・ビジョン
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オリンパスグループのCSR概念図
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経済・社会・環境　

行わなければいけない義務をきちんと
行う  

    

コンプライアンス（法令・企業倫理順守
）     

  

国連グローバル・コンパクト

オリンパスグループは2004年10月、国連が提唱する「グローバル・コンパクト」
に参画しています。2009年からはグローバル・コンパクトの気候変動に関する
イニシアティブのメンバーとして「Caring for Climate」にも賛同し署名してい
ます。

国連グローバル・コンパクトジャパンネットワーク＝
http://www.ungcjn.org/

WEB
オリンパスグループのCSR活動は、社会からの要請・期待に応え、その義務・責任
を果たすことです。

　また、“BRAVE CIRCLE”大腸がん撲滅キャンペーンや、
海外におけるがん撲滅に向けた活動、あるいは国連開発
計画（UNDP）、AFP財団とともに開催したアフリカ写真
コンテスト「世界を写そう：地球のことを考える （Picture 
This: Caring for the Earth）」に代表されるような国連ミ
レニアム開発目標（MDGs）達成への継続的な協力活動も、
事業を活かした社会貢献であり、「Social IN」の実践の一つ
です。

　低炭素社会の実現や省エネルギーの追求、生物多様
性の保護など社会からの要請に対して、企業として強い
使命感のもと、製品のライフサイクル（生産・物流・使
用・廃棄）全体でのCO2の排出総量を、2020年度まで
に2007年度比で半減させる、「CARBON 1/2（ハーフ）
2020」を長期目標にかかげ、環境負荷の削減に取り組ん
でいます。これは企業経営にとって極めて厳しい目標です
が、従業員とともに「環境リーディングカンパニー」の実
現をめざしていきます。

　最後になりますが、これらの活動を通して「Social IN」を

実現するうえで最も重要なことは「誠実さ」であると、私は
考えます。そして誠実な行動を通してのみ、ステークホル
ダーの皆さまからオリンパスに誇りを感じてもらえるものと
信じています。今後とも「Social IN」の実現を通じ、持続
可能な社会の構築に向けて最善を尽くしてまいります。

代表取締役社長

4オリンパス社会環境報告 ダイジェスト  2010



コーポレートガバナンス体制図　取締役会は、社外取締役3人を含む15人の取締役で構成
され、原則として毎月1回開催し、経営戦略などの経営上重
要な事項についての迅速な意思決定と業務遂行を適切に監
督しています。取締役の任期は1年とし、成果を毎年評価し、
その責任の明確化を図っています。また、代表取締役社長
の意思決定を補佐する機関として経営執行会議を設置し、
原則として毎月3回開催しています。さらに、執行役員制に
より、取締役会の経営意思決定や業務執行状況の監督機能
と、執行役員の業務執行機能とを分離し、コーポレートガバ
ナンスの強化を図っています。
　このほか、監査役制度の採用（社外監査役2人を含む4人
の監査役）や、会計監査人との関わりなど、コーポレートガバ
ナンスの詳細については、「コーポレートガバナンス報告書」
にて、情報公開しています。

株主総会

取締役会
取締役

監査役会
監査役 特別委員会

リスクマネジメント委員会

グローバル戦略委員会

経営執行会議会計監査人

選任、
解任

選任、
解任

選任、
解任

監査室

勧告

監査

監査

監査
選任、解任、監督

会計監査

連携
代表取締役

事業部門、コーポレート・研究開発部門、CSR本部、グループ会社

監査役室

コーポレートガバナンス体制 迅速な判断と適切なチェック

オリンパスでは経営理念「Social IN」のもと、ステークホルダーへの継続的な価値提供のため、グローバルな視点で最
適・公正なコーポレートガバナンスとCSRマネジメント体制を構築し、事業責任の明確化と経営効率の向上を図ってい
ます。

コーポレートガバナンスとCSRマネジメント

　日々の事業活動に「Social IN」の思想を活かし、社会的
責任を果たしていくため、オリンパスでは2004年9月に「グ
ループ企業行動憲章」と「グループ行動規範」を制定しまし
た。お客さま、お取引先、株主、従業員、地域社会など、あら
ゆるステークホルダーとの関係において、法令はもとより高
い倫理観にのっとり、公正で誠実な企業行動の実施と、企業
情報の公正かつ適時適切な開示を定めています。

経営理念から方針／計画／行動への展開

グループ企業行動憲章

中期経営基本計画

年度事業計画

経営理念　Social IN

社内規則

各種基本方針

法令
社会規範

Social IN
の実現へ

経営
ビジョン

日常事業活動・業務活動

グループ行動規範

行動の指針／ＣＳＲ関連方針とのつながり 全社横断的なCSRの取り組み強化

CSR関連方針とのつながり

オリンパスグループ企業行動憲章 CSR関連の基本
方針・憲章・理念

企業活動の方針
１.健全な企業活動

情報セキュリティ方針
資材調達方針
個人情報保護方針

2.顧客原点の行動 品質理念
個人情報保護方針

人とのかかわり
3.人間尊重

人事基本方針
4.活力ある職場環境

社会とのかかわり
5.環境との調和 環境憲章

6.社会との融合 社会貢献方針
情報開示方針

　「グループ企業行動憲章」の各項目における施策を展開す
るにあたり、下表のとおりにCSR関連の各種の基本方針や
憲章、理念を策定し、グループ内に徹底を図っています。ま
た、CSRの取り組みの専門機能を有する部署を設置するこ
とによって、各方針にもとづいた全社横断的な取り組みを一
層強化しています。
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　世界的な流行が懸念されていた新型イ
ンフルエンザに備えて、「オリンパスグルー
プ新型インフルエンザ対応方針」を制定し、
「新型インフルエンザ予防マニュアル」を
国内の全従業員へ配布して周知を行って
きました。
　2009年の新型インフルエンザ（H1N1）
の流行に際しては、方針をもとに速やかに

新型インフルエンザ対策
重大危機の未然防止

新型インフルエンザ予防マニュアル

To p i c s

　2005年3月に「オリンパスグループ情報セキュリティ方
針」を制定するとともに、全社横断の情報セキュリティ委員会
を設置して、人的・物理的・組織的ならびに技術的な観点か
ら、情報セキュリティ施策を展開しています。セキュリティハ
ンドブックの閲覧やeラーニングの実施、「情報セキュリティ

月間」などを通じて、全従業員への教育・啓発活動を積極的
に行っています。
　ステークホルダーの皆さまの個人情報については、「オリ
ンパス個人情報保護方針」にもとづいて、適正な方法でお取
り扱いしています。

情報の保護 情報セキュリティの確保／個人情報の保護

　リスクマネジメント規程に従って、社長を委員長とするリ
スクマネジメント委員会を中心として、平時におけるリスクの
低減と危機の未然防止に努めるとともに、重大危機が発生
した際には、迅速かつ適切に対応する体制をととのえていま
す。
　実際に震災や火災、事故等の災害、企業倫理違反などの
重大なリスクが発生した場合は、危機管理室を窓口として、
社長をはじめとするリスクマネジメント委員会メンバーおよ
び関係者に緊急報告を行い、リスクマネジメント責任者であ
る社長が、対策を決定します。

リスクマネジメント体制図

リスクマネジメント委員会
委員長：社長

分社、社内カンパニー、
本社部門などの

リスクマネジメント責任者

対策本部
（危機発生時）

社長
リスクマネジメント責任者

グループ会社、
社内カンパニー、

本社部門等業務執行部門

危機管理室

リスクマネジメント体制 社長を委員長とする委員会の設置

　安全衛生の活動は、これまで各事業場や個々の会社が責
任をもって推進してきましたが、これを国内オリンパスグルー
プ全体で組織的にコントロールし、足並みをそろえて展開す
るマネジメント体制へと変革しました。情報共有を含めた横
断的な取り組みを充実させ、組織や地域など状況の違いに
よらない一貫性のある活動を推進します。

　マネジメント体制の変革にともなう活動の強化は、職場に
おける安全衛生の向上や労働災害の撲滅に加え、会社資産
の第一である従業員一人ひとりが健康的に、かつ安心して働
くことのできる職場づくりを促し、個々の能力をこれまで以上
に発揮できる職場風土の構築にもつながります。

全社安全衛生の取り組み　 安全衛生活動における連携体制

対策本部を設置し、従業員および家族の感
染状況の把握と、ハンドソープや手指消毒
剤の設置等の感染予防策を徹底し、感染
拡大防止に努めました。
　また新型インフルエンザ（H1N1）への対
応経験を活かし、強毒性（H5N1鳥インフ
ルエンザ由来）を含めた新型インフルエン
ザ対策全体を見直しています。
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オリンパスは人々の健康と幸せで豊かな生活に持続的に貢献し、より付加価値の高い製品・サービス・ソリューションを
創造する「価値創造企業」として、事業活動のなかですべてのステークホルダーとWin-Winな関係を築けるように活動
を推進しています。詳細は以下のホームページをご参照ください。

オリンパスはお取引先との連携により、CSRへ
の取り組みをサプライチェーン全体で推進し、
お互いの企業価値向上をめざしています。具
体的には、取引の基本として、関連法令の順
守、人権や環境への配慮、公正かつオープン
な取引の推進、お取引先とのパートナー関係
強化を図っていきます。

お取引先とともに P11-12

人々の健康と幸せな生活の実現に向けて
オリンパスグループとステークホルダーのかかわり

オリンパスCSR・環境活動ホームページ＝
http://www.olympus.co.jp/jp/corc/csr/

WEB

オリンパス

研究・開発 生産

オリンパスの経営理念「Social IN」のもと、コン
プライアンスの体制を整備し、徹底を図ってい
ます。2009年度も役員・従業員へのコンプライ
アンス教育を継続しました。また、財務報告の
適正性と信頼性を確保するために内部統制シ
ステムの有効性を評価しています。

株主
投資家

人 の々安全・健康とそれを支える自然のいとなみ
を尊重し、環境に調和する技術の開発と事業活
動を通して、持続的発展が可能な人間社会と健
全な環境の実現への貢献をめざしています。そ
の環境理念のもとに、環境配慮型製品の創出な
らびに事業活動を通じた製品ライフサイクルで
の環境負荷削減をグローバルに展開しています。

環境のために P19-22

環境

お取引先

投資家情報ホームページ＝
http://www.olympus.co.jp/jp/corc/ir/

WEB
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「オリンパスでよかった」とお客さまに思っていただけるよう、VOC（Voice 
of Customer：お客さまの声）を組織として活用する体制を構築し、CS
（Customer Satisfaction：顧客満足）教育の充実を図っています。

お客さまとともに P9-10

従業員はオリンパスにとって、かけがえのない財産です。人権
を尊重し、魅力ある仕事を通じて個人と企業の成長を高い次
元で両立する働き方を実現し、従業員にとって「働きやすい会
社」をめざしています。また、安全で働きやすい環境を確保す
るため、各国の法令を順守し、各現地法人の特性に合わせた
施策を展開しています。

従業員・従業員のご家族とともに P13-14

オリンパスが「地球市民」として各ステークホルダーとよりよ
い関係を築くために、「社会にいかに貢献するか」を視野に入
れて事業を展開しています。今後も、自社の技術や人材を活
かした社会貢献活動を継続していきます。

社会とともに P15-18

サービス

お客さま

社会

従業員
ご家族



顕微鏡「お客さま相談センター」での応対風景

魅力ある製品の提供とサービス向上をめざして 活動の方針

　オリンパスでは、「お客さまの視点」でのものづくりとサー
ビスの提供を常に心がけ、「品質理念」の実現に向けて全従
業員が業務に取り組んでいます。
　お客さまの視点に立った商品開発を実践するため、「お
客さまの声を活かす活動」「使い勝手を追求するユーザビ
リティ評価」「製品の安全・安心を確保する品質評価」など
を重点施策として取り組んでいます。また、お客さまから
のお問い合わせ、修理サービスなどのサポート機能を強
化するため、「お客さま応答率※の向上」、「修理お預かり期
間の短縮」などを目標とし、お客さま満足度の向上を図っ
ています。
　近年、お客さまからのお問い合わせは年間30万件を超
え、お客さまからいただいた多数のご意見、ご要望をより
よい製品・サービスに反映する活動を推進しています（右
グラフ参照）。

お客さまとの
コミュニケーションを
通して
お客さま満足度向上への取り組み

オリンパスでは、優れた製品を
つくるだけでなく、お客さまから
のお問い合わせや修理などのサ
ポートに素早く適切に対応できる
体制を整えています。お客さまの
声に耳を傾け、より多くのお客さ
まに「オリンパスでよかった」と満
足、安心、信頼していただけるよ
う、たゆまぬ努力を続けています。

お客さまとともに01

カスタマーサポートセンターへのお問い合わせ件数

品質理念
1. 世界一流のトータルクオリティーの実現
2. 最高品質の商品とサービスの提供

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000
215,307

59,223

23,888 14,532 13,773 15,970 17,054

70,120
90,000

102,362
117,933

208,217 206,132 206,483
197,361

医療映像 顕微鏡

（年度）2005 2006 2007 2008 2009

（件数）

※  お客さま応答率とはお客さまからコールセンターにお電話をいただいたとき
に最初のお電話でオペレータにつながる確率のこと。
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VOICE

お客さまの声を活かしたCS実現
これからも常にお客さまの視点に立ち、
品質理念の実現に向けて、安心のサービ
スを維持・向上するためのしくみを構築
し続けます。また、お客さまのご要望にお
応えし、期待どおりの、さらに期待を超え
た商品とサービスが提供できるよう、一
層ご満足いただけるお客さま対応をめざします。

オリンパス（株）品質環境本部長　若林　章正

VOICE

システム構築担当者の声
お問い合わせに対して、必要な情報に素
早くたどりつくには、最適なカテゴリー分
けが重要でした。約2万件の応対情報を
仕分ける大変な作業でした。このシステ
ム導入後にお客さまからのお礼の電話や
E-mailが増え、お客さまにご満足いただ
けたことを本当に嬉しく思います。
オリンパス（株）ライフサイエンス国内営業部
顕微鏡お客さま相談センター　スーパーバイザー　久永　則昭

システム利用者の声
お客さまや販売店からのお問い合わせに
対し、調べるツールが以前より増えて助
かっています。まだまだ登録されていな
い情報もありますが、いままで個人で管
理していたノウハウなどを追加すること
で、少しずつ情報量が増えてきました。さ
らなる情報量の充実と検索機能の向上をユーザーとして期
待しています。
オリンパス（株）ライフサイエンス国内営業部
国内業務グループ　金澤　美雪

お問い合わせに速やかに応対するために

さらなる品質・サービス向上をめざして

主な取り組み

今後の目標

　顕微鏡のお客さま相談センターには、一般のお客さま、
代理店、支店・営業所、社内営業部門などさまざまな方
からお問い合わせが寄せられます。それぞれのお問い合わ
せに回答するためには必要な知識も大きく異なるため、オ
ペレータには豊富な製品知識や経験が必要であり、その
ため要員の確保や育成方法などの課題を抱えていました。
　限られた人材と時間のなかでより多くのお客さまにご満
足いただけるよう、「お客さま応答率の向上」と「平均回答
時間の短縮」をめざし、ナレッジデータベースの構築に取り
組みました。このデータベースに、過去のFAQ（よくある
質問）や顕微鏡知識集など約2,000件の情報をカテゴリー
別に登録し、お客さまからのお問い合わせに対して、専門
用語ではなく、お客さまの言葉を用いて必要な情報が検索
できるようにしています。
　2009年度は、このシステムを全国の支店・営業所など
へ導入し、社内に問い合わせることなく、お客さまからの
お問い合わせに直接回答できるようにしました。また、回
答に必要なデータが社内に散在し、個人の検索能力や経
験値の違いで回答内容・時間に差が出ていた電話応対を、
誰でも素早く的確な回答にたどりつけるようにしたことで、
平均回答時間で約40％、お客さま応答率で約70％の改
善を図りました（右グラフ参照）。
　今後は、登録情報のさらなる充実とデータベースの対
象範囲の拡大、海外現地法人を巻き込んだ世界規模のナ
レッジデータベースの構築をめざし、お客さまにご満足い
ただけるサービスの向上に努めます。

　オリンパスでは、今後も「お客さまの生の声（VOC：
Voice of Customer）」を反映した製品やサービスの提供
ができるよう、顧客原点での経営をより効果的に実践する
ため、お客さまの声を開発源流にフィードバックするしくみ
の充実と社内への浸透・定着を図ります。
　また、お客さまの声を確実に受け止めるサポート体
制の充実を図り、さらなる顧客満足（CS：Customer 
Satisfaction）の向上につなげていきます。

ナレッジデータベース導入の効果

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平均回答時間■ 応答呼数■ 総着信呼数 応答率（件数）

システム導入前 システム導入後

23,115 22,322
19,890 19,531

14,532 13,773
15,970 17,054

（年度）2006 2007 2008 2009

62.9%

5分40秒
5分37秒 4分16秒

3分37秒

61.7%

80.3% 87.3%

応答率目標
85％以上

平均回答時間
目標4分以内
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オリンパスメディカルシステムズ（株）によるお取引先説明会の模様

納期（D）

品質（Q）

価格（C）

環境（E）

1. 法令・社会規範の順守
2. 環境への配慮
3. 公平かつ公正な取引の推進
4. お取引先の選定方針
5. お取引先とのパートナー関係強化
6. 私的利益受領の禁止

オリンパスグループ資材調達方針（抜粋）

CSR（社会的責任）

法令順守
人権
労働基準への配慮

オリンパスグループ資材調達方針 活動方針と取り組み

　オリンパスは、現在約1,300の国内外のお取引先からさまざまな材料や
部品を調達し、カメラ・医療用機器など多岐にわたる製品を生産していま
す。メーカーとして持続可能なものづくりを実現するためには、お取引先の
協力をもとに、法令順守や環境、人権、労働基準、腐敗防止に配慮した
サプライチェーン全体でものづくりを進めることが不可欠です。そこで、「オ
リンパスグループ資材調達方針」（2005年11月制定）にもとづき、お取
引先に協力を呼びかけ、ともにCSRを実践していくことをめざしています。

　オリンパスではお取引先との信頼関係の出発点として、関連法令の順
守を重視しています。調達業務を担当する全従業員を対象にした下請法
（下請代金支払遅延等防止法）※や内外のサプライチェーンのCSR・情報
セキュリティの方針や活動について、満点になるまで修了できないeラーニ
ングや調達業務に関する担当従業員向け研修を実施するなど、従業員教
育を徹底しています。今後は、調達に際しての人権や環境への配慮なども
より深化させ、社内教育を進め、 CSR調達の社内浸透を図っていきます。

「Social IN」にもとづく
調達活動の推進
お取引先とともにCSR実践企業をめざす

持続可能な社会を実現するため、世界中の
お取引先と協力し、よきパートナーとして、
よりよい取引を継続し、すべての顧客に最高
の満足をお届けしていくCSR実践企業をめ
ざします。

お取引先とともに02

調達業務担当従業員向け研修

従来の調達基準と資材調達方針

■■ 法令順守・人権・労働基準・環境への配慮を重視

■■ 徹底した社内の調達業務教育

※  公正な取引を確保するため、下請代金の支払遅延などを防止し、委託者と受託者の取引の公正と
受託者の利益保護を目的とした、独占禁止法の1つを構成する法律。

11 オリンパス社会環境報告 ダイジェスト  2010



企業基礎情報
（会社情報：
所在地・従業員数など）
24%

財務・
経営状況
12%

CSRの取り組み
（法令順守や人権、
労働基準、
腐敗防止への配慮）
8%

事業継続計画
14%

環境
30%

品質
5%

納期
4%

価格
3%

よりよいものづくりの実現のために

信頼と責任にもとづくパートナーシップ

主な取り組み

今後の目標

　オリンパスメディカルシステムズ（株）は医療機器である内視鏡
を世界中で製造・販売しています。医療機器という命にかかわる
ものづくりを支える部品の「安全」「安心」を確実なものにすること
を必須命題と考え、調達機能を一拠点に集中化しました。よいも
のづくりにはお取引先各社と安心・安全に対する認識を共有し、
協業して取り組んでいくことが重要になります。そこで毎年、お
取引先各社に集まっていただき、オリンパスの経営状況や調達方
針をご説明し、取り組み目標の共有化を図っています。また、評
価基準をあらかじめお取引先に対して公開したうえで、品質、価
格、納期、環境、経営の観点からお取引先の実績をもとに評価
し、結果をお取引先各社に強化していただきたい点とともにお伝
えし、お互いのパートナーシップの維持・強化を図っています（右
図参照）。

　お取引先とのパートナーシップのなかで、部品の品質向上は特
に重要と考え、お取引先の品質改善をサポートしています。品質
の向上が必要なお取引先に対して、弊社から技術者を派遣し、実
際の製造工程の課題を三現主義（現場・現実・現物）で観察し、
不良原因を徹底的に追及します。そして、お取引先の対策担当者
とともに再発防止策を立案・検証することで、自らが対策の水平
展開を進められるまで協働します。この活動を通じて、お取引先
自身が作業の良否を判断できる自工程保証体制を築いて、持続
的に品質改善ができる体制づくりを支援しています（右写真参照）。

　オリンパスでは、CSRを実践しているお取引先との取引を最優先するた
め、2006年度以来企業基礎情報、財務・経営状況、CSRの取り組み、
事業継続計画（Business Continuity Plan）、品質、価格、納期、環
境について包括的なCSR取り組み状況自己評価アンケート（2009年度
実績：国内1,128社）を展開しています。お取引先のCSR自己評価結果
は、定期的な説明会やパートナーシップにより改善しています。
　今後は、お取引先のご理解とご協力のもと、定期的な情報交換や現地
調査もグローバルに進めていきます。また、調達情報データーベース構
築や人材育成を通じて、オリンパスグループ内での情報共有を積極的に
図っていきます。

お取引先の品質改善報告会の模様

E
D
C
B
ACSR

BCP

環境

品質

合格率返品率

後工程返品件数

納期

コスト
2007年度
2008年度

お取引先Aへ配布する評価結果（サンプル）

お取引先へのCSR取り組み状況自己評価
アンケート項目の内訳（2009年度）

■■ お取引先とのパートナーシップの維持・強化

■■ お取引先との品質改善での協働
VOICE

お取引先との
信頼関係の構築に向けて
一台一台の製品が医療の最前線
で人の命にかかわる機能を確実
に発揮するためには、部品一つか
らの徹底した品質管理が重要に
なります。この目的を果たすべく、
お取引先とのものづくりの協業を通じて、信頼関係を
構築し長いお付き合いをさせていただいています。
オリンパスメディカルシステムズ（株）医療購買部長
大木　靖彦
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詳細・その他の取り組みはホームページをご参照ください http://www.olympus.co.jp/jp/corc/csr/procurement/



社内でのミーティングの様子

障がい者雇用数は、オリンパス（株）、オリンパスメディカルシス
テムズ（株）、オリンパスイメージング（株）の毎年6月1日の合計
（2009年の値には、オリンパスサポートメイト（株）も含む）
障がい者雇用率は、特例子会社グループを適用している7社
合計で1.81％（2009年10月時点）

障がい者雇用の拡充と就労支援 活動の方針と取り組み

　オリンパスは人事基本方針にもとづき、従来から障がい者雇用を進めて
きました。しかし、障がいの特性への理解や、障がい者の悩み・要望を聞
くなどのサポート体制、障がい者雇用支援機関との連携の不足などから、
障がい者の離職率が高い状況が続きました。
　2006年、障がい者雇用促進の中長期計画を作成し、「障がいをもって
いる方が働きやすい職場、働きたい職場」の実現に向けた取り組みを開始
しました。障がいをもつ従業員による座談会を開催して、問題点や会社
への要望などをヒアリングしました。加えて、経営層や管理職に対しても
啓発活動を行い、障がいがあっても活躍できる職域の拡大と職場環境の
改善を図り、一人ひとりの能力・障がい特性と、職場環境・職場ニーズが
マッチする配属を行いました。また、障がいをもつ従業員の相談を受ける
専任者を設置して個別面談を行い、職場の上長に相談しにくい悩みや心
配事を共有し、改善への取り組みを行っています。さらに、外部の障がい
者就労支援機関とも連携し、障がいをもつ従業員がさらに能力を発揮で
きるよう、本人と職場双方への指導やアドバイスをいただいています。こ
れらの取り組みにより、育児や体調の変化などの自己都合を除き、離職
率は大幅に低下しました。
　このようなソフト面での改善とともに、建物のバリアフリー化などハード
面でも働きやすい職場へと改善を図っています。

一人ひとりが
いきいきと働くために
障がい者雇用促進と就労支援

障がい者も健常者も一緒に活躍
できるよう、職場の環境の改善に
取り組んでいます。既存の環境
下では能力発揮が難しい方のた
めに、特例子会社という新たな
環境を創設しました。

従業員・従業員のご家族とともに03
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　知的障がい者の雇用拡充を目的に、2007年に事業場の清掃作
業を担当する専任部署を立ち上げました。専門部署のなかに特別
支援学校の元教諭、福祉作業所の元職員などの専門家からなる
支援組織をつくり、一人ひとりの障がいの特性に応じて指導し、職
場の人間関係などの相談にも乗っています。また、支援組織が本
人をよく知る家庭や特別支援学校、就労支援センターと密に連携
し、生活面のサポートも行っています。
　2009年に専任部署は「オリンパスサポートメイト株式会社」と
して独立し、特例子会社の認定を受けました。独立した新会社に
なったことにより、障がい特性や業務に即した職場環境・雇用条
件を実現しました。新会社は専門家によるオリンパス全体に対す
る障がい者雇用アドバイザリー機能も備え、就労機会の拡大を支
援していきます。

　オリンパスサポートメイト（株）では、特別支援学校高等部生徒
の職業体験実習の受入れを随時行っており、これまでに50人を
超す生徒が職業体験に参加しています。また、障がい者が少しで
も地域に役立ちたいとの気持ちか
ら、定期的に事業場周辺やバス
停の清掃を行っています。近隣
の方々からも「ありがとう」の声を
かけていただくなど、地域社会と
の連携にもつながっています。

　子育てをする従業員が、いきいきと
働けるよう、米国ペンシルベニア州の
Olympus Corporation of America
では、事業所内に約1,100㎡の保育セ
ンターを開設し、平日の午前７時30分
から午後6時30分まで、保育サービス
を提供しています。
　保育センターでは、年齢に応じたプロ
グラムで保育や幼児教育が行われ、学
校の夏休み期間中には小学生向けの夏
季教室を開催しています。保育センター

内には工作室やプレイルーム、年齢層ご
とに分割された屋外の遊び場なども設
けています。また、従業員は日中いつで
も保育センターを訪問することができま
す。従業員からは「子どもたちが安全で
良好な環境で保育されていることから、
安心して仕事に集中できます」との声も
寄せられています。

さらなる障がい者雇用の拡大にむけて 主な取り組み

■■ 特例子会社の設立

■■ 地域社会の一員として

障がい者の夢の実現を支える
オリンパスサポートメイトには障
がいのある方の職場体験や雇用
を積極的にしていただき大変感
謝しております。就職した方は、
適した仕事分担とご指導をして
いただくことで、力を十分に発揮
し、困難にも果敢にチャレンジしています。まるでア
スリートが競技に参加しているかのように輝いて見
えます。学校は卒業しても連携協力をしたいと思っ
ております。
東京都立あきる野学園　主幹教諭進路指導部主任
菊地　直樹 氏

障がい者が安心して
働き続けられる職場
当センターはオリンパスが知的
障がい者の雇用を立ち上げられ
た時から連携を取らせていただ
いております。現在は当センター
から4名の方が採用され、一人ひ
とりの障がい特性や能力に応じた、きめ細かなご配
慮ご指導をいただいております。おかげ様で、彼ら
はオリンパスサポートメイトの社員として誇りをも
ち、いきいきと働いております。
NPO法人チャレンジド ステーション　クジラ
昭島市障害者就労支援センター　クジラ　センター長
東條　由美子 氏

デジタルカメラを使っての創作活動

ライフイベントに柔軟に対応
事業所内保育センターを開設

To p i c s

COMMENT

COMMENT
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結婚式に植林するケニアのカップルをとらえた　アマチュア部門1位「Green Wedding」　撮影者：Simon Ndegwa（ケニア共和国）

アフリカの環境を考える写真コンテスト 活動の背景・狙い

「ミレニアム
開発目標」の
達成を支援
環境写真コンテストを開催

オリンパスはミレニアム開
発目標（MDGs）の一つで
ある「環境の持続可能性の
確保」として、国連開発計画
（UNDP）、AFP財団とともに、
アフリカの環境を考える写真
コンテストを開催し、環境保
護の大切さを訴えました。

　オリンパスは国連グローバル・コンパクト参加企業として、ミレニアム開
発目標（MDGs：Millennium Development Goals）の達成にむけて積極
的に活動しています。
　地球温暖化などの気候変動に対する認識を高める取り組みとして、オ
リンパスは国連開発計画（UNDP）、AFP財団（フランス通信社が設立した
財団）とともに、アフリカ全土に住む人 を々対象とした写真コンテスト「世界
を写そう：地球のことを考える（Picture This：Caring for the Earth）」
を共催し、2009年6月から9月まで作品を募集しました。
　途上国に暮らす人 は々環境悪化や気候変動の影響をいち早く受けます。
アフリカでは、気候変動にともなう水不足、穀物の不作、感染症の増加
などの影響が顕著に現れています。しかし彼らは、状況をただ見ているわ
けではありません。アフリカ各地で撮影された応募作品には、アフリカに
暮らす人 が々自然環境を守るために活動する姿が写しだされています。
　環境活動家でノーベル平和賞受賞者のワンガリ・マータイ氏らによる審
査委員会で審査され、多数の応募作品のなかから、ケニアの集水域で植
林を行う環境活動家、投棄されたビニール袋からハンドバッグを作りフェ
アトレードで販売するモロッコの女性、結婚式で植林するケニアのカップ
ルをとらえた写真が受賞作品に選ばれました。各部門の優勝者を招き、
2009年11月にニューヨークで授賞式と受賞作品の発表を行いました。

社会とともに04

製作：（特活）ほっとけない世界のまずしさ

■■ 現地の人々が環境保護活動をする姿を記録

MDGs啓発のために作成されたロゴ

「世界を写そう：地球のことを考える
（Picture This :Caring for the Earth）」＝
http://www.olympus.co.jp/jp/event/
picturethis/

WEB

ミレニアム開発目標（MDGs）※

1. 極度の貧困と飢餓の撲滅
2. 普遍的初等教育の達成
3.  ジェンダーの平等の推進と
女性の地位向上

4. 幼児死亡率の削減
5. 妊産婦の健康の改善
6.  HIV ／エイズ、マラリア、
その他の疾病の蔓延防止

7. 環境の持続可能性の確保
8.  開発のための
グローバル・パートナーシップの推進

※ 2000年9月の国連ミレニアムサミットとそれ以前のサミッ
トなどで採択された国際開発目標を統合した、国際社会が
2015年までに達成すべき8つの目標。
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世界各地で写真展を開催 主な取り組み

　2009年11月25日よりコンテスト受賞作品の最初の
写真展を、オリンパスの本社がある新宿モノリスビル（東
京）で開催しました。コンテスト入賞作品に加え、2002年
2月にオリンパスが全面的に支援した、アフリカに暮らす
人々の日常とHIV/エイズの状況を世界の人々に伝える『A 
Day in the Life of AFRICA』プロジェクト※の写真も展
示しました。オープニングセレモニーではヘレン・クラーク
UNDP総裁、女優の紺野美沙子UNDP親善大使、オリ
ンパス代表取締役社長の菊川剛が記者会見を行い、気候
変動や環境変化を食い止めるために、さらなる行動を起こ
す必要性を訴えました。

　東京の写真展に続いて、ヨハネスブルク（南アフリカ共
和国）のMuseum Africa、ニューヨーク（アメリカ合衆国）
の国連本部UN Visitors' Lobby 、大阪国際交流センター
（ワン・ワールドフェスティバル2009にて）などで写真展
を開催しました。引き続きダカール（セネガル共和国）、ジュ
ネーブ（スイス連邦）をはじめ、世界各国で巡回展示を予
定し、環境保護の大切さを訴えていきます。
　オリンパスは国際社会の一員として、引き続きMDGsの
達成にむけて活動を続けていきます。

東京写真展オープニングセレモニー。左から紺野美沙子国連開発計画（UNDP）
親善大使、ヘレン・クラーク国連開発計画（UNDP）総裁、オリンパス代表取締役
社長菊川剛

※ 2002年2月28日に著名写真家約100人がアフリカ大陸の53カ国に散らば
り、写真を撮影して写真集を作るプロジェクト。
オリンパスでは、2003年から「A Day in the Life of AFRICA」プロジェクトの
写真展や、Webサイトを通じてミレニアム開発計画（MDGs）の啓発活動を開始、
国連機関やNGO/NPOなどとの協力のもとに広報活動を支援しています。

COMMENT

アフリカの人々の姿を
広く伝えるために
写真コンテストの共催者として、オリンパ
スの多大なるご協力に感謝します。同社
が長年グローバル・コンパクトの趣旨に
沿った活動を継続されていることを喜ば
しく思います。
この地球を守るため、私たち全員、すべ
ての人に果たすべき役割があります。気候変動を食い止め
るために、自然環境保護に努力するアフリカの人々の姿が、
さらなる行動のきっかけとなることを期待しています。
国連開発計画（UNDP）総裁　ヘレン・クラーク 氏

To p i c s
科学する心を育て続けて半世紀
自然科学観察コンクール協賛50年
　自然科学観察コンクール（通称：シゼ
コン）〈主催：毎日新聞社　自然科学観
察研究会〉は、小・中学生の夏休みの自
由研究、科学・理科部の科学研究の発
表の場として定着し、2009年に第50
回を迎えました。
　オリンパスは、子どもたちの、自分で
疑問を見つけ、自分で調べる「科学する
心」を育むためには、こうしたコンクール
が必要と考え、1960年の第1回から半

世紀にわたってコンクールに協賛して
います。自由研究のテーマ選びや進め
方をまとめたDVDやホームページの作
成、ポスター・応募要項の制作、審査、
表彰式など、コンクールの運営にも積極
的に参加しています。
　これからも「身近な不思議に挑戦する
子どもたちの科学する心」を応援してい
きます。 シゼコン公式ホームページ＝

http://www.shizecon.net
WEB

シゼコン50周年ロゴマーク

A Day in the Life of AFRICA＝
http://www.olympus.co.jp/jp/event/DITLA/

WEB
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然保護活動として、ＮＰＯ「白神山地を守る
会」のご指導のもと、世界遺産に登録され
ている白神山地で約100人がブナの苗木
約200本を植樹しました。

バス会社のご協力のもと、最寄りのバス停
から700m以内に住む全従業員約250人
が、マイカー通勤からバス通勤に転換しま
した。これが、福島議定書（事業所版）事
業の職場交通マネジメント部門賞を受賞
し、県初の国土交通省エコ通勤優良事業
所に認定されました。

倉庫内の製品移動時に、荷崩れ防止の安
全対策として使用するストレッチフィルム
を、環境に配慮したエコバンドに変更しま
した。エコバンドの繰り返し使用で、スト
レッチフィルムの年間使用量を約451kg
削減しました。

オリンパスエコプロダクツ商品を中心に、
営業部門の観点から製品の使い方・サー
ビスについて環境影響を評価するなど、環
境を意識した営業活動に努めています。

石川新棟の完成により、延床面積が56％
増加しましたが、重油から電気・ガスへ高効
率の燃料設備に切り替えた結果、CO2排出
量を1日あたり9%の増加にとどめています。
環境月間ではこの活動や新設備をパネル
紹介し、従業員が関心をもって日常の環境
活動に取り組めるよう工夫をしています。

従業員が家庭で環境活動を推進するた
め、家庭でのCO2削減効果を算出できる
「自宅で行っているCO2削減活動アン
ケート」を環境月間に実施しました。負荷
削減効果の高いエコドライブや待機電力
の節約はすでに図られていましたが、その
効果を啓発しました。

全従業員が毎週水曜日に実施するノー
カーデー（昨年までは月2回実施）や、その
際の植林募金による50本のモミジの地域
公園への植樹、省エネ事例発表会・事業
場のエコニュースの発行などが、循環型社
会形成に貢献したと評価され、長野県知
事から表彰されました。

環境・安全衛生リスクのある化学物質を扱
う職場を移転の際、行政機関と相談し、特
に環境汚染リスクが高いと思われるメッキ
槽などは入念に洗浄後、すべて溶融処分
し、環境汚染を徹底的に防止しました。ま
た、移転にともなう廃棄物はすべてリサイ
クル処理しました。

健康増進と地域貢献を目的として、従業
員と家族を対象に、阿武隈川源流の清掃
を行いながらのウォーキングを実施しまし
た。また、13年目となるリサイクルバザー
を実施し、収益金による工場敷地内への
桜の植樹も継続しています。

自衛消防隊42人による消火訓練と救急
救命訓練を実施しました。救急救命訓練
では、消防署の指導のもと心肺蘇生法や
AED使用方法など実技を学びました。災
害や命に関わる緊急時に適切に対処する
ため、定期的に訓練を開催し、今後も従業
員の防災意識と能力を高めていきます。

2007年以来継続している従業員による自

会津オリンパス（株）の国土交通省
エコ通勤優良事業所認証登録書

東京事業場の救急救命訓練辰野事業場のノーカーデーでの
植林のための募金活動

高効率エネルギーへの転換
技術開発センター

家庭での環境意識の向上
日の出工場

循環型社会形成への貢献で
県知事から表彰

辰野事業場

ウォーキング&クリーンと桜の植樹を実施
白河事業場

職場移転の際の環境配慮
伊那事業場

白神山地での植林を継続
青森オリンパス（株）

マイカー通勤からバス通勤への転換
会津オリンパス（株）

エコバンドへの転換
オリンパスロジテックス（株）

社会とともに04

営業活動での環境負荷削減
ケイエスオリンパス（株）

オリンパスグループでは、地域ごとに独自の環境取り組みや社会貢献活動を進めています。
このページでは活動の抜粋をご紹介します。取り組みの詳細はホームページをご覧ください。

日本国内＝http://www.olympus.co.jp/jp/corc/csr/social/domestic/
海外＝http://www.olympus.co.jp/jp/corc/csr/social/overseas/

WEB

写真 1 消火・救急救命訓練
東京事業場 写真 2

写真 3

写真 1 写真 2 写真 3

各地域での活動̶地域と共存していくために

日 本

17 オリンパス社会環境報告 ダイジェスト  2010



OPIのセブ島の植樹活動OCA・Gyrus ACMI Inc.のマネジャー
による動物保護活動

OEHが支援している、カンボジアでの
「ミッションスマイルプロジェクト」

ⒸÄrzte der Welt

国際NGO「世界の医療団」と長期的な寄
付契約を締結し、ハイチ地震の緊急人道
支援や、暴力や病気により顔が変形してし
まったカンボジアの子どもたちの整形手術
を支援する「ミッションスマイルプロジェク
ト」を長期的に支援する社会貢献活動を
強化しています。

地域の健全な未来と青少年育成を目的と
した慈善活動であるロンドンの青少年教
育支援サービス（Y.E.S.S.）に対して、金銭
だけではなく、仕事で重要なスキルを習得
するための機会・場所の支援を継続してい
ます。

年間8万ユーロの費用を削減できる、廃熱
を再利用するヒートポンプを導入しました。
また、生産性を考慮したオフィス複合機の
配置を最適化し、台数を半減しました。結
果として、合計1aあたり約16tのCO2排出
削減につながりました。

全米各地のOCAやGyrus所属のマネ
ジャー230人がボランティアとして、動物・
自然保護、放課後の学童向け部活動、地
域清掃や食糧配給、建物修繕など15のプ
ロジェクトについて延べ773時間に及ぶさ
まざまな活動を行いました。

過去四半世紀で最も深刻な旱魃（かんば
つ）に見舞われたカリフォルニア州サンノゼ
で、前年度より水の使用量を6%削減する
など、継続して環境負荷削減に取り組みま
した。また、45,000食と寄付金約2万ドル
を地元サンタクララの第二食糧銀行に寄
贈しました。

既存の品質システムISO9001と統合マネ
ジメントシステムを構築するため、2010年
度に全拠点での環境マネジメントシステム
ISO14001と労働安全衛生マネジメントシ
ステムOHSAS18001の認証取得の準備
を進めました。

OSZの水資源保護に対する取り組みが評
価され、深セン市当局から「2009年度節水
優秀企業」として表彰されました。また、省
エネ活動を推進するため、全従業員を対象
にしたアイディア募集を行い、地道な環境
改善を継続しています。

環境月間に工場の全従業員に対し、仕事
や生活のなかで環境を意識できるよう、環
境汚染事故の事例紹介や日常環境保護
技能の伝授などの講座を開催しました。
2009年11月には火災発生を想定した避
難訓練を実施し、応急救護や消火訓練な
ど安全対策をさらに推進しました。

2005年以来継続している従業員による自
然保護活動として、2009年10月に植樹活
動を実施しました。今年は以前植樹した地
域で下草の伐採や、新たな苗木の追加植
樹などの森林整備を進めました。

●ヨーロッパ

「世界の医療団」への
緊急支援を実施

Olympus Europa Holding GmbH(OEH)

費用とCO2排出量双方の削減につなが
る設備の導入

Olympus Winter & Ibe GmbH(OWI) 

地域の青少年育成活動の継続
KeyMed(Medical & Industrial Equipment) Ltd.

「2009年度節水優秀企業」として表彰
 Olympus (Shenzhen) Industrial Ltd. (OSZ)

来期の環境・労働安全衛生の
外部マネジメント認証取得を準備

Olympus NDT Inc.(ONDT) 

●北米

マネジャーによる地域貢献ボランティア

Olympus Corporation of Americas(OCA)/

Olympus America Inc.(OAI)[Corporate 

Headquarters]/Gyrus ACMI. Inc.

●その他地域

地域特性を活かした環境・社会貢献

Olympus America Inc.

[National Service Center(NSC)] 

植樹活動を継続

Olympus Optical Technology 

Philippines, Inc.(OPI) 

全従業員対象の環境教育・
消防避難訓練

Olympus (Beijing) Industry & Technology Ltd. 

[Pan Yu Factory](OGZ);

海 外

写真 4

写真 5

写真 6

写真 4 写真 5 写真 6

ハイチ大地震への支援活動
　オリンパスでは、大規模災害発生時に
被災地の状況に応じて義援金や救援機
器の寄贈、製品の特別修理などの支援
活動を行っています。
　2010年1月にハイチ共和国で発生し
た大地震では、現地の交通網が寸断さ
れて物資輸送が困難な状況をふまえ、

義援金による支援を優先し、日本・米国・
欧州・中国のオリンパスグループ総額で
1,000万円を、加えて日本国内グループ
従業員の募金により330万円を現地へ
寄贈しました。

日本からの義援金は日本赤十字社を
通じて寄贈

To p i c s
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会社創立90周年記念事業「オリンパス・スペース・プロジェクト」でJAXA（独立行政法人 宇宙航空研究開発機構）宇宙飛行士・若田光一さんが
国際宇宙ステーション「きぼう」からオリンパス認定エコプロダクツ・デジタル一眼レフカメラ「E-3」で撮影した地球

長期環境目標を設定 活動の背景・方針

　オリンパスグループは地球市民として、環境に対する基
本的な考え方である「環境理念」と具体的活動のための「環
境行動指針」からなる、「オリンパスグループ環境憲章」を
1992年に定め、持続的発展が可能な社会と健全な環境
の実現に向けた環境活動を推進しています。
　オリンパスグループは、地球温暖化が自然界に海面上
昇や砂漠化など、生物の生息環境の変化や、人間の生活
にも甚大な影響を与える「いのち」に関わる重要課題と考え
ています。ポスト京都議定書や生物多様性条約の新規枠
組みを視野に入れ、人々の健康と幸せな生活の実現をめ
ざす企業として、製品ライフサイクル全体におけるCO2排
出総量を2020年度までに50％削減（2007年度比）する
ことを長期環境目標としました。その実現に向けて、環境
に配慮した事業活動および製品・サービスの提供を通じて、
積極的に地球環境保全と両立できるものづくりを進めてい
ます。

地球環境保全と両立する
ものづくりにむけて
温室効果ガス排出総量を削減

オリンパスは、深刻化する地球環境問題の
解決に貢献するため、温室効果ガス（CO2）
の排出抑制を経営課題のひとつと考えてい
ます。製品が生まれてから廃棄されるまで
の、製品ライフサイクル全体の温室効果ガ
ス排出総量の削減を長期環境目標にかかげ
ています。

環境のために05

オリンパスグループ環境憲章（抜粋）

長期環境目標
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オリンパスグループの地球温
暖化防止に対する長期環境目
標への取り組みを表す、シン
ボルマークです。

環境理念
オリンパスグループは人々の安全・健康とそれを支える自然の
いとなみを尊重し、環境に調和する技術の開発と事業活動を
通して、持続的発展が可能な人間社会と健全な環境の実現に
貢献します。

環境行動指針
すべての事業活動において、環境保全を優先し、組織的にま
た一人ひとりが熱意を持って取り組みます。

1. 技術開発  4. 法令順守と社会活動
2. 規範作成と評価 5. 啓発と全員参加
3. 資源の保護と汚染の予防 6. 推進体制
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環境負荷の削減 主な取り組み

オリンパスグループは地球環境保全について「製品」「製造」「物流」の事
業活動全体で取り組みを進めています。以下に活動事例を紹介します。

Ⅰ　製品での取り組み

　オリンパスイメージング（株）では、デジタルカメラの小型・軽量化
規格である「マイクロフォーサーズ規格」に準拠したマイクロ一眼カメラ
「OLYMPUS PEN E-P1」で、コンパクトカメラとは一線を画した高画質
でありながら、従来の当社デジタル一眼レフカメラに対して約37％の小
型化（体積比）、約12％の軽量化（質量比）を実現しました。この結果、
省エネ・省資源化を実現し、輸送時の環境負荷を軽減しています。

　オリンパスメディカルシステムズ（株）では、内視鏡と組み合わせて病
変部などの把

は

持
じ

や切除に使用する処置具を開発し、製造・販売していま
す。処置具の包装材・梱包材の部材・印刷方法・梱包方法を見直し、包
装材のブリスターパックの切り替え（右写真参照）、バーコードラベルの
削減、台紙の見直しやリサイクルを推進し、ラベル用紙の最終処分量を
従来比で約93％削減しました。

　
　オリンパス（株）では、傷・破損を検査する超音波探傷装置や内部を観
察する工業用ビデオスコープなどの非破壊検査機器を製造・販売し、航
空機エンジン、石油化学プラント設備、地球温暖化防止に有用とされる
風力発電所のタービンや配管の検査を通じて、環境負荷の削減に貢献
しています。工業用ビデオスコープ「IPLEX LX/LT」は製品自身の環境
負荷を削減し、従来製品と比較して使用時の消費電力を46%、重量を
43%、体積を46%削減しました。

　環境に配慮した商品に関する国際規格（ISO14021「タイプ（Ⅱ）環境
ラベル表示」）に準じて、「環境保全」「省エネルギー」「省資源」「情報開
示」の4項目を柱にしたオリンパスグループ独自基準を設けて「オリンパス
エコプロダクツ」として認定しています。2010年3月現在、全分野累計
286のオリンパスエコプロダクツ認定製品を市場に投入しています。

オリンパスエコプロダクツ累積製品数

（製品数）

（年度）
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■■ マイクロ一眼カメラにおける大幅小型軽量化

■■ 内視鏡処置具包装材の省資源化

■■ 製品による環境負荷削減への貢献

■■ エコプロダクツ認定製品
ニュージーランドの風力発電所で使用されている
工業用ビデオスコープ「IPLEX FX」

従来の内視鏡処置具のブリスターを用いた包装材（左）から
ビニールパックを用いた現行の包装（右）に転換

オリンパス
エコプロダクツマーク

マイクロ一眼カメラ「OLYMPUS PEN E-P1」と
従来の当社一眼レフカメラとの比較

PEN E P1 と
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Ⅱ　製造での取り組み

　
　事業場から排出した2009年度のCO2排出量は109,766t
となり、2008年度比で5％削減しました。日常的な省エネ
活動とともに、重油からCO2排出量の少ない液化天然ガス
（LNG）への燃料転換や自然エネルギー導入などの設備対
策を継続的に進めています。また、電力モニタによるロスの
見える化や、洗浄剤や半導体製造のエッチングなどの用途
で使用するHFC・PFC・SF6といった非エネルギー系の温室
効果ガスの代替技術の開発など、ものづくりにおける環境
改善活動の加速を図っています。

■■ 自然エネルギーの活用

　医療用内視鏡本体を製造する会津オリンパス（株）の新
工場（2009年3月完成）では、発電と集熱のため、屋上
と壁面に計144枚・約290ｍ2の太陽光パネルを設置し、
工場内給湯の熱源として利用しています。この結果、年
間約140tのCO2を削減しました。こうした環境への取り
組みを従業員とその家族に理解していただくため、説明会
「オープンハウス」を開催しました。

■■ 廃棄物の削減

　2009年度の廃棄物排出量は5,476ｔとなり、2008年
度比で10％削減しました。
　分別回収による廃棄物のリサイクルはもとより、紙使用
量の削減や梱包資材の再利用などの日常的な省資源活
動、廃液濃縮設備などによる廃棄重量の減量化などを進
めています。また、技術開発による加工ロス削減や廃材の
再利用など「資源生産性の高いものづくり」を進めています。

■■ 化学物質の削減

　2009年度のPRTR法（特定化学物質の環境への排出
量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律）対象物
質の総取扱量は25ｔで、2008年度比で8％削減しました。
　顕微鏡部品への粉体塗料の開発や、レンズ加工ライン
での溶剤を代替し、有機溶剤の削減を進めてきました。ま
た、実装ラインでの鉛フリーはんだへの切り替え、ライン
統合による化学物質使用量の削減などを進めています。

会津オリンパス（株）のオープンハウス

ＰＲＴＲ物質取扱量推移
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2009年度目標を売上原単位から総量目標に転換しました。

CO2排出量を2008年度比-5%

CO2排出量の推移
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2009年度目標を売上原単位から総量目標に転換しました。
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■■ CO2排出量の削減
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製品ライフサイクル全体の環境負荷削減 今後の目標

　オリンパスは「10環境基本計画」を策定し、製品ライフ
サイクル全体におけるCO2排出総量を2020年度までに
50％削減（2007年度比）する高い目標を設定しました。
ものづくり全体を決める「製品開発・設計」プロセスやそれ
を支える技術開発を中心に、すべてのプロセスで環境配
慮を進め、業界トップ水準の製品・サービスの提供を実現
します。テーマごとに設置する、全社横断的な作業部会
のもと、全従業員が一丸となった活動を進めていきます。

Ⅲ　物流での取り組み

　2009年度の物流系CO2排出量は79,405tとなり、
2008年度比で21%削減しました。オリンパスイメージ
ング（株）では、輸送手段を従来の航空機から船舶に変換
するモーダルシフトの拡大や製品や包装材の小型・軽量化
（Ｐ20）による輸送重量の削減に取り組みました。今後も
モーダルシフトの拡大や製品の小型軽量化、包装改善な
どにより環境負荷の低減に取り組んでいきます。
 

Ⅳ　環境コミュニケーション

■■ 植樹活動

　Olympus Optical Technology Philippines, Inc.(OPI)
では、2005年度からマングローブでの植樹を開始しまし
た。2007年からは熱帯雨林やサンゴ礁の保全などを目的
とした政府の活動に賛同し、植樹を継続しています。
　青森オリンパス（株）では白神山地でスギの植林政策で
伐採されたブナの原生林復旧のため、2007年からNPO「白
神山地を守る会」の指導のもと、生態系を崩さないよう、
原生林に落ちている種から育てた苗木を植樹しています。

■■ 環境活動ポイントプログラムECOLY（エコリー）

　2009年度から、環境に関する身近な情報や活動をイ
ントラネット上に掲載し、多くの従業員が気軽に集まり参
加できる社内の環境活動ポイントプログラム ECOLY（エコ
リー：ECO+OLYMPUS）を開始しました。ECOLYに参加
した従業員は、活動の環境貢献度に応じてポイントを獲得
し、エコグッズなどと交換できるなど、「楽しくエコする」こ
とを応援しています。

環境活動ポイントプログラムECOLY（エコリー）のロゴ

青森オリンパス（株）の植樹活動

VOICE

物流系CO2総排出量を2008年度比-21%
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2009年度より、集計の対象範囲を北米・欧州から全世界に拡大しました。
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社会への責務として
環境経営を実現するために
持続可能な社会の実現への責務を果た
し、事業活動で長期的に環境負荷を下
げていく、高い環境目標を実現する環境
先進企業として、必要な投資を経営とし
て確保し、環境経営を実践したいと考え
ています。
オリンパス（株）ものづくり革新センター長
取締役常務執行役員（品質・環境担当役員）　塚谷　隆志



社会・環境活動の主な実績

2009年度オリンパスグループ
社会・環境活動の主な実績

2009年度、オリンパスグループはさまざまな社会・環境活動を実施しました。
その成果をふまえ、中期経営基本計画10CSP（Corporate Strategic Plan）を策定し、さらなる取り組みを推進します。

コーポレートガバナンスとCSRマネジメント 概要P5-6参照

重点施策 目標 実績 今後

CSRの推進 ●全社横断的なCSR取り
組みの強化

●全社安全衛生委員会の設置と取り組み強
化

中長期戦略に沿って取り組みを強化

●情報セキュリティの強化
教育・啓発活動

●内容を一新したeラーニングの実施
●ウェブフィルタリングの運用開始および
ホームページのセキュリティ強化 

情報資産管理方法のしくみづくりとセキュリティ
の強化

●重要リスク対応
新型インフルエンザ
災害発生時の事業継続
計画

●新型インフルエンザ（H1N1）対応マニュア
ルの策定と感染拡大防止策を実施

●重点設備復旧マニュアルの策定

継続的なリスク対応の推進

お客さまとともに 概要P9-10参照

重点施策 目標 実績 今後

VOC経営の実践による
サービス革新

お客さまの生の声を組織
として活用するための体
制づくりと運用

●主要事業分野でお客さまの声
（VOC:Voice of Customer）を活かしたマ
ネジメント体制の運用

●階層別のCS（顧客満足）教育の充実による
お客さまを大切にする風土の醸成

●VOCが商品企画・開発段階へと確実に
フィードバックされ、効果的に活用されるよ
う、しくみの充実と改善を継続

●ユーザビリティ・安全を考慮した製品開発
を強化し、顧客満足を向上

お取引先とともに　 概要P11-12参照

重点施策 目標 実績 今後

国内のお取引先を対象に
「CSR取り組み状況
自己評価アンケート」を
実施

国内のお取引先からの回
答率：85％以上

国内のお取引先からの回答率： 92% 国内に加え、順次海外のお取引先を対象に
「CSR取り組み状況自己評価アンケート」を
実施
国内のお取引先からの回答率：90%
海外のお取引先からの回答率：70%

従業員・従業員のご家族とともに 概要P13-14参照

重点施策 目標 実績 今後

従業員の能力開発促進 従業員一人ひとりの役割・
目標の明確化と、各人の
能力開発と主体性に力点
を置いた目標設定とを主
眼とする、新しい目標管
理・評価制度「MBO-S※」
を導入

年度始めに作成する目標管理シートに、従業
員は仕事全体を見渡し、自らの仕事への考え
方や成長目標を、上司は期待する役割を新た
に記入し、育成に向けたコミュニケーションを
より充実。従業員へのアンケートでは、制度
の狙いに沿った「自らの役割がより明確になっ
た」「仕事のゴールイメージが明確になった」
「主体性が増した」と評価

●「MBO-S」浸透のため、管理職層への教育
を実施

●「MBO-S」導入効果の検証

従業員の健康増進 従業員対象の総合健康管
理施策「オリンパス健やか
21」を通じて従業員の健
康づくりを支援

従業員を対象とした健康促進キャンペーン
（従来からのウォーキングに禁煙、歯周病・虫
歯予防を追加）や、大腸がん検診・婦人科検
診などの促進を通じ、健康に関する情報提供
や、従業員が選択可能なメニューを充実

「オリンパス健やか21」を発展させた新長期
方針「ココロとからだ健やかプラン」にもとづ
き、従業員の健康意識調査を実施。調査結果
と従業員の健康関連統計を活用し、従業員の
実態に即したメニューを提供

働きやすい就業環境の
確保／
公平な就業機会の提供

育児・介護に携わりながら
勤務している従業員の支
援充実

●改正育児・介護休業法対応にとどまらず、
独自の育児労働時間短縮制度（小学1年4
月末まで2時間、小学4年4月末まで1時間
の労働時間短縮が可能）を導入

●妊娠時に利用可能な当社独自の労働時間
短縮制度を導入

●特例子会社を設立（詳細はP13-14参照）

従業員の仕事と個人生活の調和を高めること
をめざして、各種制度のさらなる整備と、従業
員の意識や企業風土の改革を推進

※ MBO-S（Management by Objectives and Self-control）：   
組織目標からブレークダウンした個人目標を設定し自己管理を徹底することで、組織目標の達成度を高めると同時に、その過程で人材育成を図るマネジメントシステム。オリ
ンパスでは、MBOの本質として個人のセルフマネジメント力を高めるコミュニケーションを重視するため、制度名称を｢MBO-S｣としています。
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社会とともに　 概要P15-18参照

重点施策 目標 実績 今後

社会との良好な関係の
構築

経営理念に沿った社会貢
献活動の実施

●国連開発計画（UNDP）らと、アフリカの環
境を考える写真コンテストを開催

●自然科学観察コンクール（シゼコン）を協賛
●NPO「ブレーブサークル運営委員会」、行政
と連携し、大腸がんの啓発活動を展開

●7月第4日曜日を「親子の日」とする普及推
進活動に協賛

●報道写真家を志望する学生を対象にした
半年の海外（アジア全域）フォトフィールド
ワークに協賛

●地域ごとに、地域の特性に沿った社会貢献
活動の実施

継続的に社会貢献活動を実施

環境のために　 概要P19-22参照

重点施策 目標 実績 今後

環境マネジメント体制の
強化

環境リスクへの対応体制
強化

●製品環境リスク対応の規定などを整備
●事業場の環境マネジメント体制診断を実施

グローバルでの環境ガバナンス体制の構築

環境に配慮した製品･
サービス提供

オリンパスエコプロダクツ
の創出拡大

96製品（累計286製品）のオリンパスエコプ
ロダクツを創出し、製品総売上高の54％を達
成

環境配慮設計のレベルアップによるスーパー
エコプロダクツの創出

事業活動の環境負荷削減 ●  製造でのCO2排出量
2008年度比 -2％

●  廃棄物排出量
2008年度以下

●製造でのCO2排出量　2008年度比 -5％

●廃棄物排出量　2008年度比 -10％

運用の効率化と製造技術開発を通じた、製造
時の環境負荷のさらなる低減

環境コミュニケーションの
充実

ステークホルダーへの環
境活動情報の提供と環境
貢献活動の活性化

●社会環境報告書やホームページで情報を
発信

●ボランティアとしての植樹活動やノーカー
デーなど活動を実施

継続的な環境情報の発信と地域に密着した
環境貢献活動を展開

2010年4月に当社ホームページで告知しましたが、この度本革ネッ
クストラップCNS-06、ウェラブルケースCSCH-69、本革カメラ
ケースCSCH-65（未発売）の部品の一部に社内の「製品における
環境関連物質管理規定」に適合していない部品が使用されているこ
とが判明しました。

本件にともなう機能、性能面での不具合の発生や国内での法的な
問題はありませんが、準備ができしだい適合部品を使った商品に交
換させていただきます。
詳細は当社ホームページ WEB をご参照ください。   

お詫びとお知らせ
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オリンパスは、CSRを本格的に勉強されている方を含め、CSR
に興味がある学生や社会人19人をお招きして、ステークホル
ダーダイアログを開催しました。
経済人コー円卓会議日本委員会の石田寛氏の進行のもと、4つ
のグループで活発なディスカッションと結果の発表を行いました。
ステークホルダーダイアログでは、参加者の方々から得られる
「社会の声」を通して、オリンパスの経営理念「Social IN」や
CSR活動（特に今回は社会貢献活動）についてどのように認識
されているか、オリンパスに何が期待されているかの把握に努
めました。

ステークホルダーダイアログ

　現在取り組んでいる具体的なCSR活動について、「特徴」
「長所」「改善点」と「今後への期待」の4つの視点で、グルー
プ討議を行い、以下のご意見をいただきました。

CSR活動の詳細分析

第二部

●特徴
・ オリンパス製品（カメラ・医療機器）を有効に利用した活動
を行っている
・予防や健康維持に対して積極的である
・ 国連ミレニアム開発目標などの国際的な目標を念頭に、日
本国内だけでなく世界に目をむけている

●長所
・ 価値観の押しつけではなく、社会との融合がテーマになっ
ている
・  「人々の健康と幸せな生活の実現」の考え方と、大腸がん
撲滅キャンペーンやエイズ啓発など、活動に整合性がある
・ 企業活動を活かしたCSR活動であるから、持続可能な取
り組みとなっている

●改善点
・もっと多くの人にCSR活動を伝える必要がある
・なぜさまざまな取り組みが行われているか、明確でない
・ 活動を統括し、管理するしくみや方法を確立させる必要が
ある
・オリンパスで働く人の声をもっと伝えてほしい

●今後への期待
・ オリンパスにしかできない活動を続け、情報を発信し、社
会の意識を上げてほしい
・オリンパスらしいリーダーシップを発揮してほしい
・従業員レベルで地域社会とのつながりを強めてほしい

　第一部では、オリンパスによるCSRについての説明後、
経営理念「Social IN」とCSR活動との関係性について参
加者に議論していただきました。参加者の皆さんには、現
在の活動が社会にとってもオリンパスにとっても有益なも
のであると、ご認識いただけたようです。一方、課題とし
ては、より多くのステークホルダーにむけて活動内容のわ
かりやすい情報発信や、経営理念と個々の活動との関係
性の説明が必要などの声をいただきました。

・ オリンパスの本業を活かせる範囲で、社会の問題の解
決に取り組んでいる
・ 世界の見えない部分を“写真”を通して気づかせる努力
をしている
・ CO2削減努力の中で生まれる新しい技術を世の中に
広めることで、目標達成が加速されることを期待する
・  「アフリカの人々によるアフリカの大地のための取り組
み」という今まであまり伝えてこられなかった内容を、
世界に発信している
・ 長く続く活動は、良い活動であり、その面でも医療機
器の事業と大腸がん撲滅をつなげたwin-winの取り組
みは、継続性が期待できる

参加者からの声

「Social IN」とＣＳＲ活動のつながり

第一部

参加者が抱くオリンパスのイメージ

「カメラ」　 「内視鏡」
「技術（光学、映像）」　 「光輝く」
「写真の色が美しい」　 「医療系精密機器」
「機器」　 「青」　　　　　　　等
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参加者：江原　正司／加賀谷　まどか／加藤　淳／
上村　悠也／川村　みどり／工藤　直久／斎藤　富司／
坂尾　眞理子／章　瓊尹／成　政紀／チャド・シェリダン／
土屋　仁美／成田　典久／野田　清穂／溝下　万里恵／
丸山　俊介／山本　誠之／吉田　洋子／渡部　愛子
（敬称略、五十音順）

今回のステークホルダーダイアログは、オリンパスにとって
は初の試みということでした。日頃企業活動のなかで付き
合いのある取引先や販売代理店、あるいは社内の日常コミュ
ニケーションとは少し視点の違う意見を聞くことのできた、
良い機会だったのではないかと思います。
グループ発表のなかで、オリンパスのCSR活動に関する
キーワードとして、「レンズを通した社会」という視点から整
理してはという意見がありました。オリンパスのCSR活動
展開における課題として、どういう視点で、どのような活動
を社会の発展のために行っているのか、社会の多くから理
解されていないという点があると思います。この課題を克服
するためには、広く自社の活動を広めていくとともに、今回
のダイアログのような不特定多数の人々との意見交換を繰
り返していくことが必要です。今回は複数のオリンパス従業
員が輪に加わり、参加者と議論を繰り広げました。
ステークホルダーの意見を聞く方法はさまざまあると思いま
す。今回の形に必ずしもこだわる必要はないでしょう。しか
し、社会の声に耳を傾け、ステークホルダーがオリンパス
をどのように見ているかを知り、経営に反映できるようなし
くみを構築することが重要です。今後とも、オリンパスがさ
まざまな形でステークホルダーとの対
話を行い続けていくことを期待してい
ます。
経済人コー円卓会議日本委員会 事務局長

石田　寛 氏

経済人コー円卓会議：1986年創立の日米欧を
中心とした経済人のネットワーク。創設当初より
企業の社会的責任について問い続ける。1994
年発表の「企業の行動指針」は日米欧の経済人が共同して策定した初のも
のとされ、経団連「企業行動憲章」など他のCSR指針にも影響を与えた。

ファシリテーターからのコメント

社会との価値観の共有化に向けて

ステークホルダーダイアログはオリンパスとしては初めての
試みということで、先が読めない不安感もありましたが、期待
以上の成果を得ることができました。
参加いただいた皆さまとの対話を通じて、オリンパスのCSR
活動が社会の価値観に合致したものであることを確認すると
ともに、さらなる情報発信の必要性を
痛感しました。これまで以上に、社会の
皆さまとのコミュニケーションを図りな
がら、経営理念「Social IN」に沿ったオ
リンパスらしいCSR活動を継続してい
きます。
CSR本部長　田中　政司

プログラム

13:30 開会挨拶

13:40 プログラム概要説明

13:50 オリンパスのCSRについて

 （オリンパスより紹介）

14:05  第一部  「Social IN」とCSR活動のつながり

14:35 第二部  CSR活動の詳細分析

15:10 第三部   オリンパス従業員との対話と
グループ発表

16:20 閉会挨拶

2010年3月3日
オリンパス本社事業場内会議室
（東京都新宿区）

　各グループにオリンパス従業員も加わって討議を深めた
のち、その結果を各グループから発表していただきました。
参加者の皆さまからは、オリンパスの活動方針や活動内
容、期待される効果などの明確化の必要性や、情報発信
方法など（コミュニケーション）の課題をご指摘いただきま
した。

・写真を通したCSR活動を続けてほしい
・ なぜオリンパスがこのようなCSR活動を実施している
のか、もっとわかりやすく伝えてほしい
・ 企業がCSR活動をどのように位置づけ、どうストー
リー立てをしていくのか、そしてそれを従業員・消費者
にどう浸透させていくかが大切になってくるのだと感
じた
・ CSRレポートを読みながら、消費者側も目的意識がな
いと見逃している点が多いと感じた。例えば、「大腸が
ん撲滅キャンペーン」はせっかくの呼びかけも知らな
ければ、早くに命を落とすことになりかねない。市民も
CSR活動に興味をもつ意識が必要と感じた

参加者からの声

第三部

オリンパス従業員との対話とグループ発表

【開催日】
【 場 所 】
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オーストラリア国公立ニュー・サウス・ウェールス大学卒業、同大学大学
院博士課程修了、立教大学大学院博士課程修了。特殊法人 日本労働
研究機構専任研究員、麗澤大学教授を経て、2006年４月より現職。専
門分野は「社会的責任と経営戦略」

デイヴィス・T・スコット氏 
立教大学経営学部 教授

2009年版の第三者意見のなかで、オリンパスには「価値
創造」という社会的目標を整理し、それを経営計画に組み
込むための具体的なシステムが必要との指摘があった。こ
れに対し、取締役執行役員・CSR本部長は、その実現に
不可欠な企業風土がオリンパスにはまだ築かれていないと
述べていた。したがって今年度の第三者意見では、この状
況の改善と、社会的・財務的価値の創造を組み込むうえ
で欠かせないプロセスの開発をめざして実施された昨年の
是正措置に注目した。
また、オリンパスグループの経営理念「Social IN」の有意
義な実現を図るには、ステークホルダーとの間で率直か
つ建設的な対話を構築・維持する必要がある。このため、
社会的価値の創造に対する取り組みとその実現可能性を
評価する際には、こうした対話のレベルおよび質の評価が
非常に重要になると考えられる。そこで今回は、オリンパ
スのCSR活動のなかで行われる対話の客観性、具体性、
双方向性、開放性の評価に焦点を絞る。

本冊子は、オリンパスのCSR報告プロセスの一つの柱と
なっている。冒頭の社長メッセージから、ステークホルダー
別のレポートが続き、明確かつ簡潔によくまとめられてい
る。全体を通して、オリンパスが実施した社会的活動・国
際的活動が数多く紹介されている。こうした活動に賛同す
る日本企業は少なくないが、それらを業務に積極的に採用
しているオリンパスの活動には目を見張るものがある。こ
れらの取り組みには、強い熱意に加え、さまざまな組織と
の長期的提携関係を保つ能力が不可欠である。オリンパ
スが活動を選択する際に用いた基準の説明があると、さら
に充実した報告になるだろう。

「社長メッセージ」では、価値創造の基本的プロセスの

一環として社会的価値の創造が必要である、という認識が
示されている。この考えは報告全体を方向づけており、「全
てのステークホルダーがオリンパスを誇りに感じてもらうに
は誠実な企業経営が重要」という社長の言葉にも明確に表
れている。また、顧客との間で両者に有益なパートナーシッ
プを構築するという目標も掲げており、ステークホルダー
の背景や立場が多様であることを理解したうえで、率直か
つオープンな対話こそがこの目標に至る道だと述べている。
オリンパスは2010年度、新たな中期経営基本計画を立
ち上げた。この経営基本計画のなかで、CSR活動を全社
統一の戦略のもと持続的に展開・評価できる体制を構築
し、CSR経営を推進すると説明している。オリンパスの
CSR活動をさらに発展させるため「中期経営基本計画に盛
り込まれた戦略目標」「社会的目標」「これらの目標の達成
度を評価するサイクル」について、次回の報告で公表され
ることを期待する。

オリンパスは、お客さまの問い合わせに簡潔な言葉で迅
速に回答するという明確な目標を定め、お客さまの視点に
立った対応の見直しに取り組んでいる。こうしたお客さま
重視の姿勢は継続的な対話と、オリンパスが自社の製品・
サービスを「ステークホルダーのための価値創造」という観
点から客観的に評価する視点が必要である。お客さま重
視のサービスの実現にむけた今日までの成果は十分に説
明されており、この情報が既存製品の改良や新製品の開
発にどう活かされているかの説明が加われば、報告はさら
に充実したものになるだろう。

診断用・治療用最先端医療機器の分野におけるオリンパス
の伝統は広く知られている。製品の信頼性や品質を保証
しつつ、こうした技術の継続的革新を実現するオリンパス
の能力に人々の生命がかかっている。報告にもあるとおり、
この実現には多くのサプライヤーやパートナーの協力が不

対話の意義ー本意見の主眼

報告書の構成

オリンパス・ビジョンー社長メッセージ

第三者意見

お取引先とともに

お客さまとともに
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社会･環境報告ダイジェストを評価いただき、ありがとうございます。
CSRを研究されているスコット教授に高く評価していただき、引き続
きCSR活動を推進していくことに、意を強くいたした次第です。

オリンパスは、1994年に経営理念である「Social IN」を提唱し、「企
業と社会との融合」すなわち企業も社会の一員であることを宣言し、
企業経営のなかでその実現にむけて取り組んできました。その推進
のため、各 の々ステークホルダーの皆さまからご意見を伺い、活動
に反映してきました。今回は、新たな形でステークホルダーダイアロ
グを行いましたが、力強いご支持のご意見をいただきました。高い評
価をいただいた「お客さま」「お取引先さま」「環境」の取り組みとあわ
せ、現状の取り組みに満足することなく、先生のご指摘をふまえ、対
話のレベルと質の向上により一層取り組み、企業と社会との融合に
努めていきます。

さて、オリンパスは2009年10月に創立90周年を迎えました。顕
微鏡の国産化からスタートした当社は、そこで培った光学技術を基
盤に、顕微鏡をはじめとするライフサイエンス事業から、映像、医療、
産業関連へと事業領域を拡げ、その活動範囲も日本から世界へと
拡大してきました。現在では、子会社・関係会社は190社を超え、
35,000人を超える多くの従業員が、世界中で働いています。こうし
たなか、さまざまなCSR活動にも取り組み、一定の評価をいただけ
たものと考えます。今後も、体制・しくみも含めより進化させ、活動
を強化していきます。

オリンパスでは、2010年度より新たな中期経営基本計画をスタート
させます。「グローバル化のネクストステージへ」という経営スローガ
ンのもと、前年度以来の指摘を反映し、この計画のなかでグループ
全体のCSR活動の新たなグランドデザインを描き、戦略的かつ持
続的に取り組み、評価・検証・改善の過程まで、より充実させた活
動を展開していきます。環境面でも世界のリーディングカンパニーを
めざし、グローバルにCSR・環境経営を推進していきます。さらに、
オリンパスが優先的に取り組む課題や活動領域の整理も行い、指摘
されている戦略的な統合を図り、それを事業計画に組み込むための
具体的システムを実現していきます。

私たちが成すべきことは、経営理念である「Social IN」に込めた思い
を、一人ひとりが深く理解し、日 の々活動に反映していくことです。こ
れからもステークホルダーの皆さまとの対話を重ねながら、来たる
100周年、さらにその先の未来にむけて、社会とともに持続的な企
業活動を実践してまいります。

第三者意見を受けて

山田　秀雄

オリンパス株式会社
取締役副社長執行役員

CSR担当役員

可欠である。また、オリンパスのサプライチェーン管理プ
ロセスは、お互いに有益となるパートナーシップをサプラ
イヤーとの間に築くことで継続的に品質と技術を向上する
という目標に基づいている。本事例も、明確な目標が設定
され、広く継続的に対話を生む双方向のプロセスと評価さ
れるものである。これは、企業が日常業務のなかで行う社
会貢献の好例といえる。このプロセスで特定された問題と、
それに対処すべく採用されたしくみについて今後の報告に
含めれば、取引先として誠実に行動することへのオリンパ
スの取り組みと、その成果に対する読者の理解はさらに深
まるだろう。

「CARBON 1/2（ハーフ） 2020」活動が今回、より詳しく
紹介されている。CO2排出量規制をビジネスチャンスととら
え、単に「大量炭素排出」プロセスを排除することで排出量
の純減をめざす企業が多いなか、オリンパスの取り組みは
対照的であり、製造業者としての技術革新能力を高めるこ
とに注目している。そのねらいは、さまざまな工程に対す
る幅広い見直しの柱として、炭素利用効率を高める「クリー
ンな炭素」のライフサイクルシステムを構築することにある。
ここではプロセスの全体的な趣旨が十分に説明され、一般
の読者にも理解しやすいだろう。

ステークホルダーダイアログといえば、日本では、会社の
経営陣とそのビジネスに無関係なCSR専門家による、細
かな演出がなされた体系的なプレゼンテーションが一般的
だが、オリンパスはこれと異なり、さまざまな利害関係者
とのミーティングという方式を採用した。参加者はオリン
パスのビジネスプロセスやCSR活動を検討したのち、第
三者の司会のもとで一連のテーマについて議論した。意見
やコメントは多岐にわたり、厳しいものもあったようである。
ステークホルダーからのこうした意見収集は、対応が負担
になることから逃げ腰の企業が多いなか、オリンパスは、
自らを対話に含めることで自身の価値観を実行に移すこと
への熱意を示している。参加者直筆のコメントや、それに
対する経営からのコメント・提案も含めれば、報告は今後
さらに充実するだろう。

優れた企業とはいかなるものか̶このテーマをオリンパ
スの従業員と経営陣が真剣に追求してきたことは、この報
告から明らかである。オリンパスは報告全体を通して、誠

環境のために

ステークホルダーダイアログ

結論

実な企業経営に対する熱心な取り組みについて効果的に
説明しており、ステークホルダーの利益をめざしたこの目
標の実現に必要な客観性、具体性、双方向性、開放性を
確保するために実施されたさまざまな野心的取り組みが、
これを裏付けるものとなっている。次回の報告にも大いに
期待したい。
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お問い合わせ先

CSR本部　CSR推進部
〒163-0914　東京都新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス　TEL:03-6901-9299　FAX:0120-559-017　E-mail :csr_info@ot.olympus.co.jp

オリンパスCSR・環境活動ホームページ　http://www.olympus.co.jp/jp/corc/csr/ 発行2010年6月（前回発行2009年6月）／発行部数 20,000部／次回発行予定2011年6月／X020-10J①1006T Printed in Japan

環境への配慮のため、適切に管理された森林で生産されたFSC認証紙を使用し、大豆インクを用いた水なし印刷をしています。
また、多様な色覚の方に配慮し、特定非営利活動法人カラーユニバーサルデザイン機構の第三者認証を取得しました。
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